て、「無口……オレたち……」と、つぶやくだけ。村を回って見つけた、唯一会話をしてくれ
る人(?)の話だと、ここにいるのはグミという名前の民族だということだった。
「いやあ、無口を治す本さえあれば、みんなをおしゃべりにできるのになあ。ほら、この大
岩なんかもね、村一番の怪力グミの手にかかればすぐに持ち上がるんですよ。岩の下にはね
え、なんかすごい洞窟があってね。でも、みんな、言葉が通じないみたいで……」
そう言っておしやべりなグミさんは、かたわらの大岩を指差した。
「こんな調子じゃなあ……。ネス、まずは無口を治す本を手に入れるのが先決だよ」
ジェフが、ため息をつきながら、ぼくにそう言う。
●もう少し村を回る17o●グミ族の村を出る………………373
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守りのリボンのおかげでポーラは無事だった!
ぼくたちは体勢を整えると、一気にマッドタクシーに襲いかかり、数分でヤツをスクラッ
プにしてやった!さらに今の戦いで、ぼくが味方の防御力を上げるシールドaを覚えた。
「ところで、ポーラのフライパンはもうボロボロだな。ちよっと待って!」
パパに電話をして送金を頼んだ。本当は送ってもらったばかりで心苦しかったんだけど。
そして、お金を下ろすと、闇商人を捕まえてシェフのフライパンを購入した。

